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 インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2021年12月24日に、近

代科学社Digitalレーベル（※）より、『人間情報学』（監修：板生 清、編者：人間情報学会）を発行いたしました。 

（※近代科学社Digitalとは ： 近代科学社が著者とプロジェクト方式で協業する、デジタルを駆使したオンデマンド型

の出版レーベルです、詳細はこちらもご覧ください https://www.kindaikagaku.co.jp/news/20190228.html ） 
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●内容紹介 

 センサによって人間の心身データが蓄積され、この巨大データベースを活用するプログラムやデータ解析が貴重な

財産となる日が来ようとしています。 

こうした背景の中、人間そのものおよびその周辺が発信している情報から個人個人の本質を理解していく「人間情報学」

の研究が重要性を増しています。 

 本書は特定非営利活動法人ウェアラブル環境情報ネット推進機構にて設立した「人間情報学会」の講演ならびに学

術論文を編纂した「人間情報学」の初の成書であり、人間および社会の快適を追求していく上で貴重な情報が収載さ

れています。 

 

 

●監修者より解説 

人間情報がセンサネットワークにより常時モニターされる時代がやって来た。 

心拍数や心拍変動、血圧、体温などによる自律神経の働きが測定可能となっている今日、いずれ悲喜こもごもや腹

を立てるなどの感情の起伏もビッグデータとして蓄積される状況が訪れるかもしれない。 

さらに近未来には人工臓器やナノロボットなどを体内に取り込み、健康状態や病状までもモニターされるようになると

心身データから人間の本質に迫る、新たな学問領域の初の成書！ 

『人間情報学 快適を科学する』 
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も考えられる。 

やがて巨大データベースとなり、これを活用するプログラムやデータが資本主義の中の財となる日が来るかもしれな

い。このとき、人間情報は、貴重な人類の財産となることであろう。従来の学問領域として人間学や人間工学などがある

が、人間の本質に迫るためには、文・理・医・哲学・心理学にまたがる広範囲な情報学を活用して融合学とすることが求

められる。 

「人間情報学」は、図に示すように、人間系そのもの、およびその周辺の人工物系・自然系の情報とが、不離不即の

学問領域と考える。 
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【近代科学社Digital】 https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm 
近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタルパワーを

積極活用することで、オンデマンド型のスピーディで持続可能な出版モデルを提案します。 
 

【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp/ 
株式会社近代科学社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大塚浩昭）は、1959年創立。 
数学・数理科学・情報科学・情報工学を基軸とする学術専門書や、理工学系の大学向け教科書等、理工学専門分

野を広くカバーする出版事業を展開しています。自然科学の基礎的な知識に留まらず、その高度な活用が要求さ

れる現代のニーズに応えるべく、古典から最新の学際分野まで幅広く扱っています。また、主要学会・協会や著

名研究機関と連携し、世界標準となる学問レベルを追求しています。 
 
【インプレスグループ】 httpｓ://www.impressholdings.com/ 
株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証1部

9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モバイルサ

ービス」「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を展開して

います。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 
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